
陸軍前橋飛行場物語

日米両軍の発掘史料から

菊池 実

はじめに 3.昭和20年7月10日の米軍艦載機空襲ー艦載機戦闘報告書から

1.史料の調査 4.地上の惨劇一日本側の各種資料や体験記から

2.陸軍飛行場の設定ー陸軍史料、自治体史から おわりに

論文要旨

陸軍前橋飛行場は、現在の群馬郡群馬町に所在していた。正式名称は前橋飛行場といったが、地元では通称、堤ヶ岡

飛行場と呼んでいる。昭和18(1943)年5月から土地の測量が始まった。飛行場敷地は約160町歩に及び、 19年2月には、

いまだ完成していない滑走路に金網を敷いて初めての飛行機が着陸した。

戦後、飛行場跡地は水田地帯となった。平成12(2000)年度から15年度にかけて、道路建設工事にともなう発掘調査

を実施した。水田耕土直下からは飛行場の埋め土や当時の様々な遺物が出土した。わずか 2年ほどの歴史である前橋飛

行場ではあっても、そこには昭和前半の歴史が凝縮されていた。また、発掘は、戦争で遺跡がどう壊されたかを確認し

てゆく作業でもあった。

陸軍前橋飛行場のような旧日本軍施設については、昭和20(1945)年8月15日の敗戦後、関係資史料の焼却処分によっ

て、その実態については今日に至るも不明な部分が多い。

今回『陸軍前橋飛行場物語jとして、あらたに発掘した日米両軍の史料を中心に、飛行場設定前後の状況、昭和20年

7月10日の米軍艦載機の空襲に焦点をあて、その実態を明らかにした。分析した史料は、過去において全く取り扱われ

てこなかった史料類である。たとえば、米国戦略爆撃調査団報告EntryNo.55「米国海軍・海兵隊艦載機戦闘報告書」の

中から、 7月10日に前橋飛行場をはじめとする県下各飛行場に対して行われた攻撃の記録を分析したが、これによって

初めて、攻撃側の実態を明らかにすることができた。さらに日本側の各種資料との照合により、当日の空襲の実態をよ

り鮮明にすることができ、前橋飛行場を巡る歴史の一駒を明らかにした。

キーワード

対象時代近現代

対象地域群馬県

研究対象 戦争遺跡・陸軍前橋飛行場・陸軍史料・米国戦略爆撃調査団

史料・米国海軍艦載機戦闘報告書
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はじめに

平成12(2000)年度から15年度にかけて調査を進めて

きた、群馬郡群馬町所在の棟高辻久保遺跡周辺一帯には、

かつて陸軍の飛行場が存在した。昭和18(1943)年から

20年までの極短期間存在した、この飛行場の正式名称は

「陸軍前橋飛行場」といったが、地元では通称「堤ヶ岡

飛行場」と呼んでいる（写真 1• 2)。平成 2• 3 (1990• 

91)年に群馬県教委が実施した、近代化遺産綜合調査の

リストには未掲載の遺跡である。報告書中に「群馬の近

代化概観」1)を執筆された近藤義雄氏も指摘されるよう

に、軍事関係の遺跡については十分に調査されたもので

はなかったからである。

ところで、陸軍前橋飛行場のような旧日本軍施設につ

いては、昭和20(1945)年8月15日の敗戦後、関係資史

料の焼却処分によって、その実態については今日に至る

も不明な部分が多い。しかし、遺跡を調査することによっ

て、その一部を解明をすることは可能と思われた。また、

その必要性は当然にあった。近現代の遺跡といえども、

群馬の近代史や地域史を考える場合に、欠くことのでき

ない遺跡だからである。しかしながら遺跡調査の限界性

とその遺存性とによって、得られる情報の質と量が極め

て限定的であることも事実である。そこでこれらを克服

するためには、わずかに残されているであろう史料の調

査や、関係者・体験者に対する聞き取り調査もあわせて

実施していかなければならなかった。

本稿は、発掘調査とともに実施してきた、史料調査の

成果の一端をここに紹介するものであるが、それは、前

橋飛行場設定前後の状況、昭和20年7月10日の前橋飛行

場に対する米軍艦載機の空襲を中心にしたものである。
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写真 1 敗戦直後の陸軍前橋飛行場

（飛行機は 4式戦闘機「疾風」、志村市太郎氏提供）

写真2 米軍（第20航空軍）による前橋地域の偵察写真
(1945. 4. 7撮影）

・攻撃目標2774ー前橋飛行場

1/ 1646ー理研工場

II 1546一中島飛行機前橋工場（国立国会図書館所蔵）

1.史料の調査

史料調査はおもに防衛庁防衛研究所図書館、国立国会

図書館憲政資料室、狭山市立博物館所蔵史料を中心に実

施した。この他、発掘調査の過程で、伊香保町の元町長

深井正昭氏からは、前橋飛行場で特攻訓練を積んだ、陸

軍特別攻撃隊「誠第36• 37 • 38飛行隊」にかかわる多数

の資料提供もあった。

防衛研究所図書館では、おもに陸軍航空関係の史料や

飛行場関係史料にあたった。残念ながらほとんど史料は

残されていなかったが、それでも「本土航空作戦記録」2)、

「飛行場記録」3)、「本土における陸軍飛行場要覧」°等を

調査、前橋飛行場にかかわる記述を確認することができ

た。また、飛行場設定にかかわった元陸軍航空本部総務

部部員、陸軍中佐の回想記5)も入手することができた。

国立国会図書館憲政資料室では、米国戦略爆撃調査団

資料 (USSBS文書）を中心に調査をした。なかでも、

Entry No.55「太平洋戦争米国海軍 ・海兵隊艦載機戦闘報

告書」6)は詳細に調べた。米国海軍機動部隊の艦載機によ

る日本本土空襲は、昭和20年2月16日から 8月15日まで、

ほぼ間断なく続いた。この期間の艦載機による爆撃に関

する状況をまとめた米軍資料だからである。群馬県下へ

の空襲を行った艦載機の戦闘報告書は20件あった。この

うち 7月10日に前橋飛行場を空襲した攻撃隊報告書の翻

訳を試みた。

狭山市立博物館では、「遠藤三郎日記」”を閲覧した。遠

藤三郎は陸軍航空本部総務部長（昭和18年5月～9月）、

航空兵器総局長官（昭和18年9月～20年8月）を歴任さ

れたが、この間の日記を調査し、当時の飛行場設定にか

かわる軍の動向の把握に努めた。



2.陸軍飛行場の設定ー陸軍史料、自治体史から

日本本土の飛行場設定については、アジア太平洋戦争

開戦前から航空本部が計画し、地上兵団の経理部が主と

してその実施に当たっていた8)。先頃亡くなられた歴史

家 ・藤原彰はこう記している。「経理部将校だった父は、

私が陸士を卒業（昭和16年7月筆者註）したころは、陸

軍航空本部の第十（建築）課長をしていた。当時は全国

で飛行場作りがさかんにおこなわれていて、父はよく日

本の国家予算のなかで最高額を使う課長だと話してい

た」9)。

開戦頃の本土飛行場は、その大部分は教育訓練用飛行

場であった（図 1)。開戦後、昭和17年から18年頃の内地

における飛行場設定の状況については、元陸軍航空本部

総務部部員・陸軍中佐、釜井耕輝の資料5)で把握すること

ができる。また、 20年に至るまでの航空基地整備の状況

については、「本土航空作戦記録」2)が参考になる。

まず釜井資料によると、この時期、内地に新たに設定

する飛行場の緩急順序は次のようであった。 1．重要都

市及び重要施設の防空並びに教育訓練用の飛行場の設

定。 2.北東方面に於ける対米対「ソ」の航空両面作戦

飛行場並びに防空飛行場の増加、拡張。 3.教育訓練用

飛行場である。そしてその設定のために各地の偵察が、

次のように行われた。

既設飛行場との空域関係、地形地貌、天候気象条件を

勘案、さらに食糧の生産を出来るだけ圧迫しないという

条件を加味し、水田地帯を避けて平坦な森林、畑地と絞っ

て検討すると、教育能率本位の飛行場候補地の地方は限

定された、という。これらをまず図上で詳細に検討を加

えて、大体の腹案を立てる。そして施設課の主計と技師

を連れて実地偵察に赴く。現地踏査は飛行場候補地の細

部に亘って偵察し、その夜の中に実施計画を立てて必要

な経費資材等を計算する（踏査が終わった時には、この

飛行場は何百万で出来るなあと主計と技師に「ヒント」

を与える。主計と技師は一晩中かかってはじき出す）。

従ってもし実施するだんになると事は順調に運ぶので

あった、という。

昭和17年には東北地方は東日本を除いて日本海沿岸を

福井県まで、九州は南部に重点をおいてほとんど全地域、

関東地方は全地域を踏査した。このように内地を広く踏

査した結果、教育訓練に最も効率のよい面飛行場の設定

を許し、かつ国民生活を圧迫せず設定経費の節約できる、

森林または畑地等の余裕のある地域は、関東地方におい

ては埼玉、群馬、栃木、茨城、千葉の各県に、九朴1地方

では宮崎、鹿児島、熊本の各県に限定された。中部及び

中国地方では、僅少の水田地帯を取り上げない限りほと

んど不可能な状態であった、という。

また、昭和18年から19年3月に至る状況を「本土航空

作戦記録」は次のように記している。航空要員の急速な

陸軍前橋飛行場物語

大量養成に着手したが、これに伴って従来60数個であっ

た内地の飛行場にさらに24個の飛行場を新設、 7個の飛

行場の拡張を行った 10)。新たに着工した飛行場も総て教

育第一主義の飛行場であり、その規格は、一辺1300~1500

メートルの面飛行場であった（医 2)。前橋飛行場も教育

訓練用飛行場として、このような情勢下に設定されたの

である。

『堤ヶ岡村誌』 (1955年）や『群馬町誌通史編下』 (2002

年）によると、「菅谷、棟高、観音寺と、堤ヶ岡村の東側

に位置するこの辺り一帯の耕地は、水田あり、畑あり平

地林あり村にとっても極めて重要な産業の源でもあっ

た」11)が、「昭和18年5月、東京の陸軍航空本部の陸軍主

計大尉井上廣也が堤ヶ岡村に来て、役場二階へ集合した

耕作者、土地所有者達に対して、航空部隊の増強のため

当地に飛行場を建設することになった旨を説明し、協力

を求めた」12)。地元に取っては、まさに晴天の欝震であっ

た。

飛行場敷地は約160町歩に及び、そのうち国府村分約22

町歩、中川村分 1町9反、堤ヶ岡村菅谷分84町6反3畝

13歩、同村棟高分51町4反4畝10歩であった。昭和18年

から19年にかけて工事が進められ、 19年2月15日にはい

まだ完成していない滑走路に金網を敷いて初めての飛行

機が着陸した。そして20年4月までに飛行場は 3回の拡

張工事が行われている。建設された建物施設は次のとお

りである。本部 1棟、兵舎2棟、格納庫大3棟、小4棟、

グライダー庫 1棟、衛兵所 1棟、コモキキ講堂 1棟、カー

ツー講堂1棟、シハキシ工場 1棟、雑品庫2棟、発動機

修理工場1棟、防火用貯水池大 4、小3、食堂、炊事場

各1棟、及び便所であった11)0 

「飛行場記録」3) （図 3)、「本土における陸軍飛行場要

覧」4)に記載された、前橋飛行場のデータは次のとおりで

ある。飛行場は東西1300メートル、南東～北西1800メー

トル、そして掩体大30ヶ所が造られていた。

昭和19年7月の「サイパン」失陥後、陸軍航空本部長

は内地の教育訓練用飛行場等を一律に作戦飛行場への切

り替えを命じた。また 6月16日のB29における北九州爆

撃後、内地の全飛行場では格納庫に代わり、地形を利用

して分散した多数の飛行機置き場（掩体）が作られ、飛

行機、燃料及び弾薬の分散が実施されるようになった。

空襲による飛行機の損害を防止するためである。飛行場

は滑走路とそれと飛行機置き場を結ぶ運搬路（誘導路）

が中心となった（因 4・写真3）。飛行機置き場の配置は、

相互間隔100メートル以上で極力分散、地形地物を利用し

て特に隠蔽に留意し、必ず掩体を一機毎に設置すること

にした 13) （図 5・写真 4）。前橋飛行場の運搬路は「西は

久留間村に達し、北は金子、東は妙見寺の桜並木を切り

倒して付近に11ヶ所の掩体壕を設けた」11)0 

同年8月1日、前橋飛行場には宇都宮飛行学校前橋教
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内地飛行場配置要図
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陸軍前橋飛行場物語
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写真 5 昭和19年11月の朝、前橋飛行場を離陸した95式1型
乙練習機。方向舵に熊谷飛行学校のマーク。画面右
端、上翼のバックに前橋飛行場が見える。
（「世界の傑作機Nu73」1998年文林堂提供）

三 •.'..

写真6 写真5と同じ。バックは榛名山。
（文林堂提供）
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研究紀要22

育隊が誕生し、特別操縦見習士官約150名が入隊、少年飛

行兵も約80名が古河から転属してきた。特操のグライ

ダー訓練、特幹の練習機による飛行訓練が行われたが、

10月9日には閉鎖され、かわって熊谷飛行学校前橋分教

場となった（写真 5• 6）。この時期、「米空軍の攻撃に

対しては所謂蛸足式誘導路掩体を以てしては飛行機の損

害を減少し得さるに至りしを以て取敢えす著名なる目標

を偽装遮蔽すると共に対空火器の増強に努力」2)した。

昭和20年2月9日には熊谷飛行学校前橋分教場は閉鎖

され、飛行場では特別攻撃隊の訓練が行われていった。

同年4月以降の状況は次のとおりである。 B29や艦載

機による日本本土空襲が漸次熾烈となり、飛行機の損耗

が増加し、その生産は低下した。米軍の本土上陸に備え、

訓練を犠牲にしても現有機を絶対確保することが必要と

なった。このため、「重要施設の地下移行を理想とするも

資材及び労力之を許さざる為燃料弾薬は洞窟内に収容す

る他飛行機は取敢えず飛行場周辺の地形地物を利用して

分散秘匿することとし各部隊に対して一斉に之か実施を

指令せられたり」2)。前橋飛行場では「観音寺の観音様の

西部お経塚やその西北部の雑木林、その他処々に掩体壕

を設け爆弾やガソリン缶が積まれた」「建物は分散して半

地下式兵舎にする為、解体作業が行われ始め、グライダー

庫の如きは、建築が終わらない中に解体される始末で

あった」 11)。前橋飛行場において短時日のうちに 3回の拡

張工事が実施されているのは、こうした情勢に対応した

ものであろう。内地飛行場の整備とその防備強化が5月

末完了を目途として、全国的に展開されたのであるが、

「分散秘匿せる飛行機を戦機に投じ飛行場に運搬し発進

せしむる事は、甚だ困難にして敵の制空圏外にある場合

に於いても最小限4時間を要し、敵の制空時においては

夜間以外飛行機の運搬不可能にして攻撃機は払暁と限定

され」2)、飛行場としての機能はほとんど喪失していたの

であった。

敗戦時、県内駐屯の航空部隊は次のようであった。前

橋飛行場には陸軍航空輸送部第9飛行隊前橋派遣隊の83

名12）、新田飛行場には第20戦闘飛行集団飛行第112戦隊

（航空総軍所属）もしくは飛行第14戦隊（第一航空軍所

属、重爆、兵員定数532) • 第165飛行場大隊 ・ 第166飛行

場大隊・第169飛行場大隊（いずれも第一航空軍所属、兵

員定数各372) •第306独立整備隊（第一航空軍所属、兵員

定数172)、新田郡綿内村に第165独立整備隊（第一航空軍

所属、兵員定数172入館林飛行場には第170飛行場大隊（第

ー航空軍所属、兵員定数372) •第116独立整備隊（航空総

軍所属、兵員定数172)、太田には航空輸送部第2輸送飛

行隊（航空総軍所属） • 第101独立整備隊（航空総軍所属、

兵員定数172)、邑楽郡中野村に第64対空無線隊（第一航

空軍所属、兵員定数196)、碓氷郡安中町に第123独立整備

隊（航空総軍所属、兵員定数172）、山田郡大間々町に常
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陸教導飛行師団第2教導飛行隊などであった 14,15)。ただ

し、20年7月10日の航空総軍各隊の戦力配置表によると、

前橋飛行場には前記第2教導飛行隊の97式戦闘機15機、

l式戦闘機9機、 2式複座戦闘機3機、操縦者67名が配

置されていた。

3.昭和20年7月10日の米軍艦載機空襲ー艦載機戦闘

報告書から

7月に入ると、日本本土来襲の米軍機は格段と増加し、

連日数百機にのぽった。昼間の来襲は、主として中 ・小

型機、夜間の来襲は主としてB29であった。このような

情勢下、陸軍航空総軍は 7月10日零時をもって、制号作

戦を発動する予定であった。この制号作戦とは、敵大型

機を攻撃目標に、目の覚めるような戦果をあげることが

できないにしても、何とか敵に一矢を報いることを目的

としたものであった。ところが、同日午前5時17分から、

多数の米軍艦載機が関東地区に来襲し、主として飛行場

攻撃を行った。早朝から午後5時10分に至るまで6波に

わたって来襲した敵艦載機は、 1,224機と判断された。戦

況の変化が著しく急激であったため、制号作戦の発動は

きわめて困難となり、遂に発動されることはなかった凡

この空襲を行ったのは、米第38機動部隊である。空母

9隻、軽空母6隻、戦艦9隻、重巡3隻、軽巡16隻、駆

逐艦62隻の計105隻を数えた第38機動部隊は、空母5~6

隻前後を中心に構成する任務部隊（機動群）に分かれ、

第38• 1任務群、第38• 3任務群、第38• 4任務群の 3

任務群で構成される大艦隊であった。フィリピン群島レ

イテ島のサンベデロ湾を 7月1日に出動した機動部隊の

任務は、日本の残存艦艇と航空兵力を撃滅し、日本軍施

設や基地の破壊によって、日本本土侵攻作戦を容易にす

ることであった。機動部隊は燃料補給の間以外は、毎日

の訓練、演習を実施しながら、一路日本に向けて北上し

た。 7月9日には、北緯29度、東経147度28分の位置から、

東京地域内の目標に対する翌日の攻撃のため、発進地点

へ向けて高速進行が開始された。東京南東170マイル（約

274キロ）の戦闘開始地点に到達した第38機動部隊は、 10

日、関東地方の飛行基地と飛行機を目標に、艦上機攻撃

隊による空襲を敢行した。それは、機動部隊による日本

本土の首都圏周辺中枢部に対する本格的攻撃の開始で

あった 16,l7）（図 6）。

前橋飛行場を含めた県下の飛行場に来襲したのは、第

38 • 1任務群（空母3、軽空母2、戦艦3、軽巡7、駆

逐艦20) に所属した空母ハンコック発進の掃討隊 ・攻撃

隊であった（図 7、表 1-1、表 1-2、表2)。それは、

エイブル、ベイカー、チャーリィ、ドッグ、イージィ、

フォックスなどと、 ABC順に頭文字の隊名を付けられ

ていた。個々の艦上機隊はその機種によって、主に数機

または十数機の編隊で戦闘飛行隊、戦闘爆撃飛行隊、爆



MAN CHURi A 

陸軍前橋飛行場物語

・・ ヤ
J 

．
 

ヽ
、．

／

『

JAPAN 

戸
SEA 

9UI し1• ヽノ•IIC 轟TIt
9△●●II 
●u●UH  

YELLOW SEA 

cz) 

°ヽや、
ら’
".  

し‘ ’

ゞら， ， •・:、外KINÀ ^
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TION' 
9. 

.,....,. •MAEBASHI AR 

図8 群馬県内の飛行場 (1• 前橋 2・桐生（新田） 3・小泉 4 • 太田 5．館林）※ 6•埼玉県児玉
「空襲損害評価報告害」より（国立国会図書館所蔵）

撃飛行隊、雷撃飛行隊を構成し、それらの編隊は一機種、

あるいは数機種の混成によって掃討隊、攻撃隊の集団、

隊群を形成した 16,17)。県下では、前橋 ・桐生（新田） ・小

泉・太田 ・館林の各飛行場（図 8)が攻撃目標であった。

それでは、米国戦略爆撃調査団報告EntryNo.55「米国

海軍 ・海兵隊艦載機戦闘報告書」から、前橋飛行場をは

じめとする県下各飛行場に対する空襲を見てゆきたい。

この報告書には、空母を発進した掃討隊 ・攻撃隊がどの

ように戦闘を行ったか、日本機との交戦 ・陸上や海上の

軍事施設 ・飛行場 ・工場等に対する攻撃の状況などが記

されている。書類の原文は、タイプ及び手書き複写で、

空母の情報将校が、各攻撃隊の指揮官の許可を得て、上

級機関に提出したものといわれているが、まだ詳しい関

係は解っていないという 16)0

なお、訳出にあたっては、石井勉、米山和也両氏の先

行研究が大変に参考となった。

7月10日午前4時、 海軍少佐R.W.Schumannによっ

て指揮されたエイプル掃討隊18)は、本日最初の任務のた
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めに、ハンコックの甲板を発進した。第6戦闘飛行隊（グ

ラマンF6 F-5ヘルキャット、 7機）と第6戦闘爆撃飛

行隊（ヴォート F4 U-4コルセア、 4機）から編成され、

日本の本小11からおよそ130マイル（約209キロ）、北緯34度

10分、東経142度30分から飛び立った。攻撃目標は桐生（新

田）、児玉（埼玉）、下館（茨城）の各飛行場である。目

標上空での時刻は午前5時30分から 6時、帰還時刻は午

前8時5分であった。飛行途中、目摯もしくは交戦した

日本軍機はなかった。

重砲による対空砲火を避けて、最も短く可能な時間で

日本の上空を飛行した。掃討隊が館林飛行場を通過して

いるとき、 4機のF6 F-5が飛行場撮影のために離脱し

た。他の飛行機は桐生に進んだ。桐生では貧弱、小泉で

は強烈な重砲による対空砲火に遭遇した。

掃討隊は、桐生（新田）飛行場の南東側分散地域を攻

撃した。約15~20機の単発機が、この分散地域に目撃さ

れた。 5,000フィート (1,524メートル）で260ポンド（約

118キロ）破砕爆弾を投下、そして4,000フィート（約1,219

メートル）で急降下、機銃掃射を行った。戦果は次のよ

うであった。 6発の250ポンド破砕爆弾全ては、分散地域

に駐機していた飛行機の頭上で爆発した。猛爆撃は正確

であった。単発機2機を破壊し、 2機に損害を与えた。

500ポンド（約227キロ）通常爆弾もこの地域で爆発し、

1機を明確に破壊した。 F4 U-4投下の500ポンド通常

爆弾 1発が飛行場南東コーナーの格納庫地域に命中、火

災が発生した。掃討隊は、館林、小泉、桐生の写真を12,000

フィート（約3,657メートル）から撮影した、写真任務班

と館林の北上空で集合、帰還した。

桐生（新田）飛行場に投下された爆弾は、 260ポンド破

砕爆弾6発、 500ポンド通常爆弾4発、ロケット弾4発で

あった。 3機を破壊し 2機に損害を与えた、と報告書は

記している。

午前4時30分に発進したベイカ一掃討隊19)は、海軍少

佐L.M.BIGELOWに指揮された。第6戦闘飛行隊（グラ

マンF6 F-5ヘルキャット、 8機）、第6戦闘爆撃飛行

隊（ヴォート F4 U-4コルセア、 12機）から編成され、

館林、小泉、前橋の各飛行場を攻撃した。目標上空での

時刻は午前 5時から 7時、帰還時刻は午前 9時15分で

あった。飛行途中、目撃もしくは交戦した日本軍機はな

かった。

第6戦闘飛行隊のF6 F-5の2つの隊に、第6戦闘爆

撃飛行隊が動向した。戦闘飛行隊の一つは、海軍大尉

Damon MAYESに指揮され、他は海軍大尉Hershel

PAHLによ って指揮された。写真操縦士DavidKIPP海

軍少尉が同行した。 MAYES隊は260ポンド破砕爆弾を

4機に搭載、 2機にロケット弾を搭載、弾薬も十分に装

填した。 PAHLの飛行機は、弾薬だけを装填した。掃討

隊は桐生、小泉、高崎、前橋、館林、太田そして児玉飛
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行場にざっと目を通した。

写真隊は前橋、 小泉、館林を撮影したが、館林飛行場

の写真を撮影している間に、 F6 F-5の2機が単発機を

発見、それらのいくつかに損害を与えた。他のF6 F-5 

隊は合間にF4 U-4隊に動向した。彼らの最初の攻撃は

小泉飛行場であった。その後、第2次攻撃を前橋飛行場

に指向し、飛行場ランプの多数の練習機に狙いを付けた。

F 6 F-5隊はそれらに10,000フィート (3,048メートル）

から攻撃を開始、 2,000フィート（約610メートル）で4

発のロケット弾を発射、500~1,000フィート（約152~305

メートル）の間で猛爆撃を行った。いくつかのロケット

弾が格納庫に命中したが、大部分は駐機していた練習機

に命中した。練習機はこのフィールドの南西側掩体内に

隠されていた。 16発のロケット弾を発射、 2機の単発機

にロケット弾が命中、機銃掃射で明確な損害を与えた。

第6戦闘爆撃飛行隊の12機は、前橋飛行場の駐機飛行

機に対してロケット弾30発を発射、猛爆撃を行い 2機を

破壊した。戻って、館林飛行場を攻撃した。少なくとも

15機がエリアに駐機していた。攻撃後、写真隊と館林の

北上空で集合し、帰還した。

前橋飛行場に対する初空襲は、ベイカ一掃討隊の4機

のヘルキャットと12機のコルセアが行った。ロケット弾

合計46発を発射、そして機銃掃射を行い、 2機を破壊し

2機に損害を与えた、と報告している。

午前 6時43分に発進したチャーリー攻撃隊20)の攻撃

目標は、桐生、小泉の各飛行場である。攻撃隊は、第6

雷撃飛行隊（グラマン TBM-3Eアヴェンジャー、 11

機）、第6急降下爆撃飛行隊（カーチス SB2 C-4 Eヘル

ダイバー、 11機）、第6戦闘爆撃飛行隊 (F4U-4、7

機）、第6戦闘飛行隊 (F6 F-5、7機）から編成され

ていた。目標上空での時刻は午前8時30分から10時20分、

帰還時刻は午前10時58分であった。飛行中、午前8時27

分から10時の間、水戸飛行場の近くで日本軍単発機3機

と遭遇、また10時10分には東京の北東40マイル（約64キ

ロ）の地点で4機の単発機と遭遇したが、いずれも交戦

はしていない。

攻撃隊は、桐生（新田）飛行場に対して260ポンド破砕

爆弾64発と500ポンド通常爆弾12発を投下、ロケット弾28

発を発射して、単発機24機を破壊し34機に損害を与えた。

また、小泉飛行場には260ポンド破砕爆弾6発と500ポン

ド通常爆弾12発を投下、ロケット弾12発を発射して、 6

機を破壊し15機に損害を与えた、と報告している。作戦

時、第6雷撃飛行隊の 1機が対空砲火によって右翼に被

害を受けたが、わずかな修理で済んだ。

午前9時に発進した ドッグ掃討隊れ） （図9)の任務は、

前橋と児玉の各飛行場への攻撃であった。目標上空での

時刻は午前11時15分、帰還時刻は午後 1時45分であった。

飛行途中、目撃もしくは交戦した日本軍機はなかった。
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6機のF6 F-5からなる第6戦闘飛行隊と F4 U-4 

からなる第6戦闘爆撃飛行隊は、集結して攻撃目標地点

である東京の北西方向に向かった。 F4 U-4は児玉、 F

6 F-5はH • L • REID海軍大尉に率いられ、前橋飛行

場を攻撃した。攻撃は15,000フィート (4,572メートル）

から行われた。 6機は編隊を離れ、飛行場の西にある格

納庫に北西から急降下した。高度5,000フィ ート (1,524

メートル）で破砕爆弾を投下し、 4,000フィート（約1219

メートル）でロケット弾を発射、 1,500~2,000フィート

（約457~609メートル）で機銃掃射を行った。 11発の破

砕爆弾は、駐機していた飛行機の上または付近に投下さ

れ、それら全てに損害を与えた。不発弾はなかった。ロ

ケット弾は格納庫に命中した。降下中、飛行場北側にほ

んのわずかな銃撃を確認したが、たいしたものではなく

飛行機にも命中しなかった。 1機が降下中にロケット弾

を発射できなかったので、そのまま飛行場の南5マイル

（約8キロ）にある建物に向けて発射したが、命中しな

かった模様である。次の攻撃のため9,000フィート（約

2743メートル）に上昇して、今度は 2機で飛行場北西方

向の 2機の単発機を攻摯した。CharlesCampbell中尉と

Russell Hightshue少尉は、 9,000フィート（約2,743メー

トル）から急降下し、 3,000フィート（約914メートル）

で機銃掃射を開始し、 900フィート（約274メートル）ま

で高度を下げて飛行場上空を飛行しながら機銃掃射によ

る攻撃を続けた。 2機とも機銃掃射によるたびたびの攻

撃で大いに損害を与えた。南にある格納庫は炎上した。

F 6 F-5とF4 U-4の編隊は、合流し帰還した。

この攻撃では、前橋飛行場に260ポンド破砕爆弾11発が

投下され、ロケット弾24発が発射された。単発機4機を

破壊し 4機に損害を与えた、と報告している。

なお、飛行場南5マイルにある建物に向けて発射され

たロケット弾の行方については、後ほど述べる。

午前10時15分に発進したイージィ掃討隊22)は、海軍大

尉A.G.BECKERに指揮された 4機の F4 U-4と4機

のF6 F-5で編成された。目標上空での時刻は午前11時

50分、帰還時刻は午後2時50分であった。飛行途中、目

撃もしくは交戦した日本軍機はなかった。攻撃目標への

ルートは、犬吠埼の東15マイル（約24キロ）のポイント

を通って、高度16,000フィート（約4,876メートル）であっ

た。

掃討隊は前橋飛行場上空を旋回したが、価値ある攻撃

目標を発見しなかったので児玉飛行場へ向かった。攻撃

地区をそこに指向し、さらに太田へ進んだ。飛行隊は前

橋に戻ったが、飛行機を突き止めるまで旋回した。飛行

場に 2機の単発機と 1機の双発機を発見し、双発機はヘ

ルキャットが攻撃、コルセアは 2機の単発機を取った。

攻撃は南西から北東、 7,000フィ ート（約2,133メートル）

から開始した。その時、飛行隊長は、 6機以上の飛行機
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を発見、射程内に捉えた。彼はロケット弾で猛爆撃、そ

して総てのロケット弾が飛行機の一団で爆発したことを

目撃した。 2機あるいは 3機が炎上し、 4機に損害を与

えた。対空砲火はなかった。天候は広々とした雲高で良

かった。可視15マイル、謁と煙があった。 F4 U-4隊は

午後2時15分に帰還した。

海軍大尉JosephW.REDDINGに指揮された F6F

-5隊は、飛行場の南西コーナーの掩体に向かって急降下

を開始した後、 現場でよきしない攻撃目標を発見した。

それはOscar（米軍の日本軍用機コードネーム 1式戦闘

機「隼」） であった。 REDDING海軍大尉によって、格納

庫の前のランプに駐機していた約 1ダースの単発機を見

る前に、ロケット弾の一組が分散地域に発射された。銀

色の Oscarに命中させ撃破した。飛行機の断片は、 RED-

DINGの飛行機の前に充満した。他のパイロットも飛行

機を発見し、これらの飛行機にロケット弾15発を発射し

機銃掃射を行った。飛行場にあった約72機の飛行機は、

この隊によって、格納庫の前のランプ上で攻摯にさらさ

れた。 3機が炎上し、 2機に機銃掃射で損害を与えた。

この攻撃では、前橋飛行場に対してロケット弾合計27

発の発射と機銃掃射が行われ、 7機を破壊し 6機に損害

を与えた、と報告している。

午後 1時5分に発進したフォックス攻撃隊23)は、第6

雷撃飛行隊 (TBM-3E、12機）、第6急降下爆撃飛行隊

(SB 2 C-4 E、10機）、第 6戦闘爆撃飛行隊 (F4 U 

-4、4機）、第6戦闘飛行隊 (F6F-5、8機）から編

成された。攻撃目標は前橋飛行場であった。急降下爆撃

飛行隊の10機と雷撃飛行隊の12機は、 12機の戦闘（爆撃）

飛行隊によって護衛された。 F6 F-5は低空を、写真隊

は中空を、 F4 U-4は上空をカバーした。 16,000フィー

ト（約4,876メートル）の高度で接近したが、離陸した敵

機との遭遇はなかった。この接近の間、対空砲火の火の

粉が5、6個炸裂した。高度は正確であったが、貧弱だっ

た。目標上空での時刻は午後3時から 3時15分、帰還時

刻は午後5時35分であった。

10機の急降下爆撃飛行隊は、 Burke海軍少佐に指揮さ

れた。飛行隊は14,000フィート（約4,267メートル）に上

昇し、機首を西に向けた。不十分だが普通程度の対空砲

火に遭遇した場所は、後に高崎飛行場とわかった。 6/10

の雲量と謁で、攻撃目標は不明瞭であった。14,000フィー

トで接近を開始、 10,000フィ ートで攻撃を開始した。

Burkeは南に旋回しながら接近した。 5,500フィ ート で

ロケット弾を発射、5,000フィートで爆弾を投下、 4,000

フィートで機銃掃射を行った。彼の爆弾とロケット弾は

格納庫地域に命中した。 Kingの急降下は、南東から北西

に、ロケット弾を発射し爆弾を投下した。 Kingもまた格

納庫の建物を狙った。 Hawksは10,000フィ ートで西か

ら入った。ロケット弾を発射し爆弾を投下した。彼の爆



弾もまた、格納庫地域に命中した。 Smithは10,000

フィートから突っ込み、6,000フィートから高崎飛行場の

東の遮蔽されたエリアにロケット弾を打ち込んでいっ

た。彼は同じ場所に爆弾を一個落とした。他の爆弾は、

空母に戻る途中である町に捨てた。 Decosteは東から北

西に向かって急降下したが、約5,000フィート（約1,524

メートル）できりもみ降下していまい、約200フィート（約

61メートル）まで回復しなかった。このためロケット弾

を町に発射し、爆弾は帰途海に捨てた。両翼はきりもみ

の結果、歪んでいることがあとでわかった。

12機の雷撃飛行隊は260ポンド破砕爆弾8発を搭載、

180マイル（約290キロ）離れている水戸飛行場に高度

11,000フィートで午後2時25分に到着した。そこから針

路を変え前橋飛行場へ進んだ。飛行場を覆う7/10雲量の

ために、見逃してしまった。飛行隊がそれをわかったと

きには、すでに約20マイル（約32キロ）進んでしまった。

飛行隊はコースを逆にとって雲の隙間から攻撃した飛行

場は、前橋と思われたが、のち写真により近くにある高

崎飛行場と確認された。攻撃後、 2機の雷撃機は前橋の

街に彼らの爆弾を捨てた。2ヶ所で火災が発生した。

戦闘飛行隊の 8機のうち 4機は、写真班で攻撃には参

加していない。前橋飛行場を見失って隣接する高崎飛行

場を攻撃した。 2機が飛行場の北東側の掩体と同じエリ

アの格納庫の一つ、そして南西コーナーの対空砲火の陣

地の中心部を攻撃目標に選んだ。掩体内に飛行機はな

かった。しかしながら、 12発のロケット弾と 3発の260ポ

ンド破砕爆弾を掩体の上に投下した。 4発のロケット弾

が格納庫を貫通した。写真隊は内陸の煙に妨げられ、水

戸北、水戸南、筑波、壬生そして他の飛行場を撮影した。

この攻撃では、 260ポンド破砕爆弾80発、 500ポンド通

常爆弾21発が投下され、ロケット弾37発が発射された。

2機に損害を与えた、と報告している。

機動部隊は 7月11日、翌日の燃料補給のため、北緯40

度11分、東経150度06.8分付近へ退去した。

以上が、 1945年7月10日に県下各飛行場に対して行わ

れた、米軍艦載機戦闘報告書の概要である。これによっ

て初めて、攻撃側の記録が明らかとなり空襲の実態がよ

り鮮明になった。

この日、県下に来襲した敵艦載機は計6波延べ115機

（チャーリー攻撃隊SB2 C-4 Eのうちエンジントラ

ブルで途中帰還した 1機とそれに同行した 1機を含む）

に及び、このうち攻撃に参加した機数は延べ101機、他は

写真偵察機であった。攻撃機は、グラマンF6 F-5ヘル

キャット延べ40機、ヴォート F4 U-4コルセア延べ31

機、グラマンTBM-3Eアヴェンジャー延べ23機、カー

チス SB2 C-4 Eヘルダイバー延べ19機である（表3)。

写真偵察機は、第 1次のエイブル掃討隊に 4機、第2次

のベイカー掃討隊に 2機、そして第6次のフォックス攻

陸軍前橋飛行場物語

撃隊に4~6機の計10~12機を数えた。日本軍飛行場の

分散地区に秘匿された飛行機の位置を確認するために、

写真を撮影することが来襲の目的であった。午前中に撮

影した写真にもとづいて、帰還後、現像された写真が、

午後の目標攻撃に使用された 16) （写真7• 8 • 9)。また

最終の攻撃隊に同行した写真偵察機は、戦果確認のため

の撮影を行う目的であったと思われる。

掃討隊 ・攻撃隊の空母発進時間を見ていくと、次のこ

とがわかる。早朝に 2つの掃討隊と 1つの攻撃隊が発進

したが、第1次の掃討隊が帰還(8: 05)後、 1時間経っ

て第4次の掃討隊が発進(9: 00)、第2次の掃討隊が帰

還 (9: 15)後、第5次の掃討隊が1時間後 (10: 15) 

に、第3次の攻撃隊が帰還 (10: 58)後、昼をはさんだ

2時間後に第6次の攻撃隊が発進 (13: 05) している。

ハンコック搭載の第6雷撃飛行隊 (TBM-3 E) は15機

である 24)。第3次に11機、そして第6次に12機が含まれて

いることから判断すれば、この雷撃飛行隊に関しては 2

時間後に再度発進していったものと思われる。なお、掃

討隊とは、戦闘（爆撃）機主体の編成をいい、攻撃隊と

は、これに急降下爆撃機と雷撃機が加わって編成された

集団を指したようである。

県下に最初に来襲したのは、第2次のベイカー掃討隊

であった。そして前橋飛行場には、このベイカ一掃討隊

の16機 （目標上空での時刻5: 00-7 : 00、日本側記録

6 : 38-)、ドッグ掃討隊6機（目標上空での時刻11: 15、

日本側記録10:41-11 : 12、住谷修日記10:47-)、イー

ジィ掃討隊8機 （目標上空での時刻11: 50、日本側記録

11 : 45-12 : 35、住谷修日記11: 58-)の計3波にわた

り延べ30機が来襲した。内訳はグラマン F6 F-5ヘル

キャット延べ14機、ヴォート F4 U-4コルセア延べ16機

である。投下爆弾総数は、260ポンド破砕爆弾11発、ロケッ

ト弾97発であり、機銃掃射が行われた。そ して日本軍単

発機9機 （「隼」 1機を含む）を破壊し14機に損害を与え、

格納庫を炎上させた、と報告している。

しかし第38• 1任務群の全体資料中にある各種統計資
料を見ると、前橋飛行場に対する攻撃では、単発機の破

壊9機、損害を与えた単発機11機とあり、機数において

若干の相違がある。

日本側の被害状況については、正式な記録が残されて

いないために残念ながら比較検討することはできない。

『戦災と復興』 25)に記された四発1機双発 1機炎上の事

実はなく、相当数の単発機が損害を受けた。その中には、

1式戦闘機「隼」の姿もあった26)。ただし、艦載機戦闘報

告書は全体的に誇大な報告が多い、とも指摘されてい

る16)。

前橋飛行場の南西側掩体内に隠されていた練習機に攻

撃を加えたベイカー掃討隊、約72機の飛行機を確認した

というイージィ掃討隊は、陸軍航空輸送部第9飛行隊前
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写真7 筑波西飛行場の運搬路と掩体

表3
エイプ）レ掃討隊 桐生（新田）・児玉・下館の各飛行場攻撃 目概上空時刻： 0530-0600 （日本擦準時）

照了点1日[:[iii;;；；：域掩体 1 ]:：至了：I !巳：ご了ii至i：自r；;t;;:4発
ベイカー掃討隊 館林・小泉・前橋の各飛行場攻撃 目棚上空時刻： 0500-0700（日本標準時）
l 1Jヽ泉南束コーナー掩体 3機 VF-6 260ポンド破砕爆弾 6発
2 小泉飛行湯の一式陸攻 1 機 VF• 6 260ポンド破砕爆弾 2発
3 前橋飛行場南西側掩体 4機 VF-6 ロケット弾16発、 50口径弾薬
4 館林南東飛行機掩体 5 機 VF•6 50口径弾薬
5 館林飛行場の飛行機 1 機 VF•6 50口径弾薬
6 小泉掩体内の飛行機 8機 VBF-6 500ポンド通常爆弾 4発
7 小泉エプロン上の飛行機 4機 VBF-6 500ポンド通常爆弾 2発
8 小泉飛行場の飛行機 1機 VBF-6 500ポンド通常爆弾 1発， I」ヽ泉格納庫 1機 VBF-6 500ポンド通常爆弾 l発
10 ／」ヽ 泉砲陣地 1機 VBF-6 ロケット弾 2発
11 前橋エプロン上と掩体内の飛行機 12機 VBF-6 ロケット弾30発
12 館林エプロン上の飛行機 10機 VBF-6 猛爆撃

チャーリー攻撃隊 桐生（新田） ・小泉の各飛行場攻撃 目標上空時刻 ：0830-1020（日本慄準時）
l 桐生飛行場西掩体の飛行機 4 機 VT• 6 260ポンド破砕爆弾32発、機銃400発
2 桐生飛行場の飛行機 4機 VT-6 260ポンド破砕爆弾16発、機銃200発
3 桐生飛行場束掩体の飛行機 3機 VT-6 260ポンド破砕爆弾 8発、機銃300発
4 桐生飛行場 3機 VB6 500ポンド通常爆弾 6発 ・ロケット弾 4発
5 ／」ヽ 泉飛行場 5機 VB-6 500ポンド通常爆弾10発・ロケット弾10発
6 ／Jヽ泉飛行機工場 1機 VB6 500ポンド通常爆弾 2発・ロケット弾 2発
7 桐生飛行場掩体 7機 VBF-6 500ポンド通常爆弾 6発 ・ロケット弾24発
8 桐生飛行場北東掩体の飛行機 4機 VF-6 260ポンド破砕爆弾 8発， 小泉飛行場ランプの飛行機 1機 VF-6 260ポンド破砕爆弾 2発
10 小泉飛行場掩体の飛行機 1機 VF-6 260ポンド破砕爆弾 2発
11 小泉飛行場分散地域 1機 VF-6 260ポンド破砕爆弾 2発

ドッグ掃討隊 前橋飛行場攻撃 目標上空時刻： 1115 （日本楔準時）□攣詈聾』口 1ぽ孔[ |も彗：聾は霜．門ぞ口径弾薬
9 前橋飛行場北西上空単発機 2機 2機 VF-6 I 50口径弾薬

イージィ掃射隊 児玉 ・前橋 ・太田の各飛行楊攻撃 目標上空時刻： 1150 （日本椋準時）

] I闘霊棗昇盟塁棗昇： I :： ：ほ：6 |門門ー［；；丘ん四話杏径弾薬

(1945年7月10日、空母サンジャシン

ト写真隊の撮影。掩体内の飛行機はす

べてチェックされている。（国立国会

図書館所蔵））

照準点に対
する舎中数

6 
2 

目撃できなかった

4 
2 
2 

確定せず
確定せず
3 
1 
1 
至近弾
確定せず
数個
多数

14 
10 
2 
6、 4
10、10
2、 2
2-3、不明
8 
2 
2 
2 

確定せず
確定せず
確定せず
確定せず

4 -6 
確定せず

与えた損害

2機破壊 2機に祖害
1機破壊
目撃できなかった

単発機4機破嬢
双発機 1機破壊
単発機2機に損害
単発機6機に損害
双発機 l機 に損害
2機に損害 2機破壊
1機に損害 2機破壊
1機破壊
中位の損害

2機破壊
3機に損害 1機破壊

7機破壊 6機 に損害
5機破壊 4機に損害
2機に損害
7機破壊 4機に損害
3機破壊11機に損害
軽微
2機破壊
3機破壊 3機に損害
1機破壊 2機 に損害
1機破壊 l機 に損害
1機破壊 1機に損害

頂大
6機に損害
確定せず
m大

3機破壊 4機に損害
単発機爆破。他の 3機
炎上、 2機に損害

］］皇言已□筐二言員ロシ」二l雪M3Eアヴェ
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写真 8 桐生（新田）飛行場の運搬路の垂直写真
(1945年8月13日午前6時15分、空母サンジャシント写真隊の撮影。（国立国会図書館所蔵））

写真9 桐生（新田）飛行場の運搬路と掩体内飛行機に対する攻撃
(1945年8月13日午前6時30分撮影。掩体内の飛行機から黒煙が立ち上っている。写真8の斜め写真。（国立国会図書館所蔵））
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橋派遣隊の95式1型練習機（黒塗りの赤とんぽ）を攻撃

した可能性がある 12)。

なお、報告書中の桐生飛行場は新田飛行場を指すが、

フォックス攻摯隊が空襲した高崎飛行場については、被

害を受けた日本側の記録でその場所を特定しなければな

らない。高崎飛行場は存在していないからである。

4.地上の惨劇一日本側の各種資料や体験記から

この日、警戒警報 ・空襲警報が間断なく発令された。

午前5時14分に警戒警報発令、同20分に空襲警報が発令

された。そして午前 7時27分に解除となったが、この間

約2時間、『戦災と復興』は午前5時40分に小型機22機、

6時19分に小型機14機、同38分に小型機18機、この内の

一部が生品、太田方面から桐生、前橋、高崎方面に飛来

旋回、と記録している。これらに該当する米軍掃討隊 ・

攻撃隊の艦載機は次のとおりであろう。午前5時40分の

22機は、ベイカー掃討隊の20機の内16機による小泉飛行

場への攻撃、午前6時19分の14機は、エイブル掃討隊の

11機の内 7機による桐生飛行場への攻摯、同38分の18機

は、小泉飛行場攻撃後のベイカー掃討隊16機による前橋、

館林の各飛行場への攻撃である。

第2回目の警戒警報発令は午前8時17分、同28分に空

襲警報発令、そして午前9時53分に解除となった。『戦災

と復興」には、この間約 1時間30分の飛来記録の記載は

ない（前橋地方空襲一覧のため）が、チャーリー攻撃隊

の36機が飛来し、桐生、小泉の各飛行場を攻撃した。

第3回目の空襲警報発令は午前10時11分、同13時20分

に解除となった。この間約3時問、午前10時41分から11

時12分に小型機13機が栃木佐野方面から桐生に侵入前橋

高崎堤ヶ岡飛行場に銃爆撃、午前11時45分から12時35分、

小型機8機が足利方面から侵入前橋高崎及堤ヶ岡飛行場

を銃爆撃、と『戦災と復興』は記録している。前半の13

機とは、ドッグ掃討隊の12機のうち 6機による前橋飛行

場への攻撃、後半の 8機はイージィ掃討隊の 8機による

前橋、 3機による太田の各飛行場への攻撃が該当する。

第4回目の空襲警報は14時12分に発令、 17時12分に同

解除となった。この間3時間、飛来したのは、前橋飛行

場を見失って高崎飛行場を攻幣したという、フォックス

攻撃隊の34機であった。

これらを整理したものが表4である。日本側はほぼ正

確な飛来機数を捕捉していた。

当時の新聞はこの空襲をどのように伝えたのであろう

か。空襲のあった翌々日、 7月12日の「上毛新聞」は、

大本営発表（昭和20年7月10日14時30分）を「一、今七

月十日朝来敵機動部隊より殺進せる艦上機は敷次に亘り

主として闊東地方各地のわが航空基地に来襲せり 二、

七月十日十三時迄に来襲せる敵機は延八百機なり」と伝

えている。さらに「艦載機下怒り満つ必勝縣民」として
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「延べ約七十機が重要施設に執拗な波状攻撃を繰り返ヘ

し、更に前橋、高崎などの市街地にも謀略の爆弾投下と

機銃掃射を敢てした、（中略）わが防空隊の敢闘にはゞま

れ重要施設は言ふまでもなく市街地の被害も極めて軽微

であった、この日百五十万縣民の血を逆流させたのは前

橋市の国民学校に機銃掃射を加え、更に多野郡下を進行

中の八高線旅客車、田植中の農民あるひは勤労奉仕中の

某中学生らにいづれも機銃掃射を加えた暴挙の数々であ

る」「県都前橋に、そして県下主要都市高崎に、敵編隊機

の侵入を許したのは今回が最初であり、然もこれら市民

たちは初めて目前に敵爆弾を受け、機銃掃射の雨を浴び

て今こそ腹のそこから憤激を発し、敵撃砕を誓ったので

ある」

新聞の伝える防空隊の敢闘に米軍機は阻まれることは

なかった。迎撃に飛び立った日本軍機は皆無であり、ま

た小泉で強烈な対空放火に遭遇はしたものの、他は貧弱

であった。報告書中にも「対空砲火の火の粉が5、6個

炸裂した。高度は正確であったが、貧弱だった」等の記

述が見られる。作戦時、わずかにチャーリー攻撃隊の雷

撃機1機が、対空砲火によって右翼に被害を受けたもの

の、攻撃に参加した全機無事帰還を果たしている。フォッ

クス攻撃隊の報告書末尾には「Thereturn trip to base 

was uneventful.」と結ばれていた。

また、攻撃目標は、基本的には飛行場の分散された地

区に秘匿された日本軍機であった。飛行場周辺に秘匿さ

れた掩体内の飛行機が目標とされたことにより、市街地

は被害軽微となったが、掩体周辺の民家にロケット弾や

機銃掃射の雨が降りそそいだ。その中で、中央前橋駅付

近に投弾、死者を生じた、と記録25)されていることから、

攻幣目標から逸脱した攻撃が行われたことも確かであっ

た。これは高崎飛行場を攻撃（15:00~15 : 15)後、 2

機の雷撃機が余った「爆弾を前橋の街に捨てた」結果と

思われるが、日本側の記録との間に時間のズレがある。

「上毛新聞」 7月12日付けには、「午前十時すぎ敵編隊

のうちー機は前橋市上空で突如急降下し、小型爆弾を投

下すると同時に機銃掃射を加へ即死者を出した」とある。

当時の錯綜とした情報下、日本側記録の間違いである可

能性もあるが、米軍側の報告書には記載されなかった、

攻撃目標から逸脱した投弾の可能性も捨てきれない。と

ころが、群馬郡東村（現前橋市）にも投弾1発が記録さ

れていることから判断すると、 中央前橋駅付近への投弾

と東村への投弾が、 2機の雷撃機によって「捨てられた

爆弾」と思われる。午後3時15分過ぎのことである。現

前橋市への投弾はこれ以外に記録されていないからであ

る25)。

前橋飛行場に対する攻撃をつぶさに実見した住谷修の

日記には、次のように記載されている。「＋時四十七分村

の北方を前橋北郊より飛来したグラマン戦斗機六機が二



千五百米位の低空で西進し来り村ヤクシ堂北側より西国

分のスグ北を通り新田国分上空より金子の近くに進んだ

時、 南方に東から西進する我ー機あり之を認めた敵六機

はクルリと反転南へ向ひ急降下にうつると見る一瞬六機

一斉にドドドドと機銃を掃射、我機は黒煙に包まれて撃

墜された。此の六機の内の二機は再度超低空で十時五十

三分飛行場内の中島工場を銃撃引間の上空を低空飛行し

一旦京へ去ったが十一時五十八分又東方より飛来飛行場

を中心に旋回する内十二時二十四分八機が入乱れて一斉

に堤ヶ岡国民学校の屋根を銃撃した。（中略）小学校前の

二軒が焼夷弾により焼失北側志村友次郎氏方天井に中型

爆弾一個がブラブラ下り（中略）此六機は東進して理研

工場を銃撃工員三人死亡、田植中ノ江田村の娘が銃撃で

死に付近で田植え中の住谷弁四郎氏家族と手伝い中の

人々も射撃を受けた。此の日前橋の中央駅、前橋渋川間

の電車もグラマンの掃射を受け県内の交通機関も大巾に

乱れた」27)0 

『堤ヶ岡村誌』には「午前10時半頃突然空襲警報と同

時に敵グラマン戦闘機6機が飛来、この時上空を旋回着

陸姿勢に移って居た我方の双発機1機に集中攻撃を加え

我機を中川村の田の中に撃墜して去る。あっと思う一瞬

であった。 12時頃又も 8機が姿を現し交互にうなりを立

て急降下して来たのが夕立の雨足の様に砂ほこりを立て

て機銃掃射して上昇しながら爆弾を落と」し、神崎組の

給仕をしていた少年1名と、飛行場第三格納庫西側で爆

弾の破片を頭部に受けて 1名、棟高では爆弾の破片でえ

い児 1名、が死亡した叫『群馬町誌通史編下近代現

代』も基本的にその記述を踏襲している。

6機とは、 ドッグ掃討隊のグラマン F6 F-5ヘル

キャット 6機である。ただし、その戦闘報告書には双発

機の撃墜についての記録はない。次の 8機については、

目標上空時刻11時50分のイージィ掃討隊のグラマン F6 

F-5ヘルキャット4機とヴォート F4 U-4コルセア 4

機である。この隊の報告書に、双発機に関する記述があ

る。双発機を発見して、ヘルキャットが攻撃をこころみ

たが撃墜することはなかった。

これについては、次の体験記が事実を伝えているよう

である。引用にあたっては、その臨場感を極力伝えたい

表4 日米資料の比較

日本側 「戦災と復興J
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ために、文章の一部省略はあるが、可能な限り紹介する

ことに努めた。

「苗取りをしていた私達の頭上を、日本の輸送機が一

機低空で行き過ぎました。「ずいぶん低く飛ぶなあ」。誰

かがふとそんなことを言い、そのまま苗取りをつづけて

いました。が、それも束の間、小型艦載機の編隊が後を

追うように現れたのです。それが敵機だとすぐ解ったが、

もう逃げる間もありません。（中略）艦載機は私達の頭上

に来ると、急降下を始めたのです。そして編隊が大きく

傾くと、今度ー機ずつ編隊から離れて急降下し、機銃掃

射を始めました。（中略）その間、何度か編隊が私達の頭

上を行き来しながら、機銃掃射を浴びせたが、そのまま

少し遠去かると、今度は近くにある飛行場を銃撃しはじ

めました。（中略）這這の態で逃げてきた私達が、その川

（井野川、飛行場南西約3キロー筆者註）のところに来

たとき、 川一面に油が浮いてガソリンの臭いがしており

ました。“なんだろう？”おたがいに顔を見合わせている

私達のところへ、近くに住む70歳の老母が竹槍を以て

走ってきました。「友軍機が向こうに落ちました。早く

行ってください」老母は叫ぶと、持っていた竹槍を対岸

に向け、何度も何度も手招きをしました。（中略）/IIに梯
子を渡して、這うようにして友軍機の落ちている向こう

岸に渡り、そこに駆けつけると、土の中に頭半分突っ込

んでいる飛行機を、田圃帰りの男の人が二、三人で掘り

はじめており、操縦士一人が外に放り出されたまま、「ま

だ、土の中に六人居る」指差ししながら新手の私達に助

けを求めました。それは、先刻私達の頭上を通過した輸

送機で、（中略）中国大陸から軍の任務を持って内地に

入ったが、目的の場所が空襲にあっているので、どこか

の山の飛行場に行くように命令され、その途中でこの敵

機に出くわして、追われながら畑にでも着陸しようと低

空を飛んでいるうちに、電線に触れ、もんどりうって土

の中に突っ込んだそうです」28)0 

この体験記とイージィ掃討隊の戦闘報告書から、こと

の次第が判明した。真相は次のようであろう。日本軍の

双発輸送機 l機が、着陸予定の飛行場に米軍艦載機が来

襲したため、比較的安全と思われた前橋飛行場に向かっ

た。しかし運悪く、飛行場上空でイージィ掃討隊と遭遇、

米 軍 側
時間 機数 掃討隊・攻撃隊名 機数 目標上空 攻撃目標

第 1回空襲警報発令 520 540- 22機 第2次ベイカー掃討隊 20機 500-700 小泉飛行場
619- 14機 第 1次エイブル掃討隊 11機 530-600 桐生飛行場
638- 18機 第2次ベイカ一掃討隊 20機 500-700 前橋・館林飛行場

同 ・解除 727 
第2回空襲警報発令 828 第3次 チャーリー攻撃隊 36機 830-1020 桐生 ・小泉飛行場
同 ・解除 953 
第3回空襲暫報発令 1011 1041-1112 13機 中央前橋駅付近投弾 第4次 ドッグ掃討隊 12機（内6機） lll5 前橋飛行場

1145-1235 8機 第5次 イージィ掃討隊 8機 1150 前橋→児玉→太田→前橋飛行場
同 ・解除 1320 

第 4回空襲警報発令 1412 第6次 フォックス攻撃豚 34機 1500-1515 前橋→高崎（児玉）飛行場
同・解除 1712 帰途、前橋の街に爆弾2個捨てる
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ヘルキャットの攻撃から逃れるために低空飛行した結

果、電線に触れて墜落してしまった。これを遠望してい

た住谷修氏をはじめ地元の人々は、敵機によって撃墜さ

れてしまった、と判断した。このまぼろしの「撃墜」は

平成14(2002)年に刊行された 『群馬町誌通史編下近

代現代」の記述まで、踏襲されていくことになった。

また、当時国民学校2年生であった、元当事業団事務

局長の原田恒弘さんは、体験記 『ひまわり』に次のよう

に書かれている。

「忘れもしない昭和20年7月10日、午前10時ごろだろ

うか、いつものように警戒警報が発令された。この日は

朝からしきりに警報が発令されていた。母と私は、余裕

をもって身支度をして玄関を一歩でた。ちょうどその時、

南東の方角から超低空で、 一機の小型機が私たちに向

かって飛来した。ほんの一瞬の間、私は直感的にその小

型機がグラマンであることを察知した。（中略）敵兵の姿

が見えた。敵兵は、航空用のメガネを額に当て、首には

ピンクがかったマフラーをしていた。（中略）グラマンは、

私の頭上機首を左に傾け、円を描くように反転した。翼

に描かれた星のマークがひと際鮮やかであった。母と私

はぽう然と、ただ立ちすくんだままこの光景を見ていた。

（中略）間もなく 、再び敵機の爆音が聞こえてきた。今

度こそやられるに違いないと思った。ギューンという低

空を飛行する気味の悪い爆音、敵機は急降下、急上昇、

反転を繰り返し、（中略）遠くのほうから、ダダダ、とい

う鈍い機銃音が聞こえて来た。機銃掃射だ、やはり、そ

う思った瞬間「ズシーン」という鈍い音ともに、地面が

びりびりと震え、ガラス戸がガタガタと震動した。爆弾

だ」「思いもかけず、目の前で敵兵と遭遇しようとは、数

秒間の、この信じがたい出来事は、映画のコマ送りのよ

うに、今でも鮮明に記憶」29)されている、という。

原田さんが目撃したグラマンは、時間的に見て前橋飛

行場を攻撃したドッグ掃討隊6機の内の 1機である。

ドッグ掃討隊に限らず、その他の掃討隊 ・攻撃隊の戦

闘報告書には、民間人に対する非人道的な行為は列車の

襲撃以外に、一切の記述はない。前橋飛行場の攻撃前に、

田植え中の民間人を機銃掃射するなどの行為である。

この時、藤岡では八高線の列車が機銃掃射を受け、 小

野信号所の藤岡よりのところで機関車のタンクの部分が

損傷し 2名の負傷者がでている 30)。八高線の列車を銃撃

したのは、児玉飛行場を攻撃したドッグ掃討隊の第6戦

闘爆撃飛行隊のコルセアであった。その報告書には「陸

橋上の汽車に対して機銃掃射を行い、その結果、その汽

車は蒸気に包まれて立ち往生した」21)とある。

一方、高崎での空襲被害はどのようなものであったの

か。フォックス攻撃隊が高崎飛行場に対して投下したの

は、260ポン ド破砕爆弾80発、 500ポンド通常爆弾21発、

ロケット弾37発に及び、この日の空襲では、最大規模で

448 

あった。また、ドッグ掃討隊の 1機が発射したロケット

弾4発の行方はどうなったのだろうか。

高崎市の空襲被害としては、北通町の本元寺や田町、

羅漢町などが機銃掃射やロケット弾の攻撃を受け、少年

を含む男性2名、女性5名の計7名が亡くなり、多くの

人が負傷した31)以外は記録されていない。このことか

ら、 米軍が前橋飛行場を見失って攻撃したという高崎飛

行場とは、隣接する埼玉県の児玉飛行場であった可能性

が高い。

そして、この空襲被害こそ、前橋飛行場を攻撃したドッ

グ掃討隊の 1機が、降下中にロケット弾を発射できな

かったので、そのまま飛行場の南5マイル（約8キロ）

にある建物に向けて発射した、結果によるものであった。

「北通町の東本願寺近くの民家が被弾した。翌日動員

工場からの帰途、古中山道にある古刹 ・東本願寺（現 ・

寺名は本元寺）に立ち寄ったのだが警防団の人が居て素

通りを指示されたので被害状況は不明であった。次の日

工場内で、東本願寺近くに住む同級生から死者と怪我人

が出たと聞かされた。寺に近接していた民家が直撃（ロ

ケット弾）され、この家の方を含めて六名が亡くなられ、

寺に寄宿していた東京逓信講習所高崎支所の寮生三名が

爆裂した破片で負傷した」32)。また、「午前11寺30分艦載機

1機襲来、市の北から侵入して南へ、引き返して来て田

町、東本願寺辺を機銃掃射、渋谷下駄店、渡辺提灯店、

羅漢町阿久沢助産婦、若林製材老夫婦などが死亡してい

る。負傷者は数人、地域は田町、羅漢町、北通町第一辺

りである」33)0 

前者では、時間を午前8時過ぎ、飛来した敵機をP51

とするなど、誤りがあり、また後者ではロケッ ト弾につ

いて触れてはいないが、これらの記述が、ドッグ掃討隊

1機による攻撃の結末であろう。

『戦災と復興jは、 7月10日の地域別投弾数を次のよ

うに記録した。

前橋市は投弾数ー爆弾1、不発弾0、死者2、半壊建

物 1、群馬郡東村は投弾数ー爆弾1、不発弾〇、重傷2、

群馬郡堤ヶ岡村は投弾数一爆弾19、不発弾〇、重傷3、

軽傷5、半壊建物 l、全焼建物4、堤ヶ岡飛行場は投弾

数ー爆弾8、不発弾0、死者 lとなっている。その備考

欄には「前橋市に対しては爆弾1ヶ投下せる外1ヶ所に

機銃掃射を行うのみにして来襲度数に比し被害軽微」、と

記した。 『群馬県戦災誌』では、「前橋市にも70機が前後

4回にわたり攻撃、爆弾および機銃掃射を行い、市内で

2人の死者を出した。また同時に高崎市にも攻撃を加え

るなど、この日の空襲で前橋 ・高崎はもとより、群馬郡

下の堤ヶ岡 ・東村、藤岡、新田郡下の尾島 ・生品、 山田

郡の矢場川村、邑楽郡下の高島村・ 小泉 ・館林など県下

11市町村に被害を与えた。特に堤ヶ岡飛行場に対しては

銃爆撃も激しく、国民学校2棟が大破し、飛行場にあっ
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表5 県下の空襲被害（「戦災と復興Jによる。 「群馬県戦災誌Jでは数字が若干異なる。）

7月10日 市町村別 死者 重傷 軽傷 計
則橋市 2 2 
高崎市 3 8 2 13 
群馬郡堤ヶ岡村 1 3 5 ， 
群馬郡東村 1 1 
多野郡藤岡町 2 2 
新田郡尾島町
新田郡生品村 1 1 2 
山田郡矢場川村 4 4 
邑楽郡高島村 1 1 
小泉町 2 2 4 

総計 10 総計 15 総計 13 総計 38

た軍用機も爆破された。この日群馬県下の被害は、死者

13人、負傷者29人、家屋の全壊10戸、半壊25戸、全焼4
戸」34)であった（表 5)。

投弾数、死傷者の数ともに、上記の数値は正確ではな

し）。

米軍側の資料によれば、前橋飛行場に対しては、 260ポ
ンド破砕爆弾11発を投下しロケット弾97発を発射してい
る。高崎飛行場（児玉）には、 260ポンド破砕爆弾80発、
500ポンド通常爆弾21発を投下しロケット弾37発を発射、
桐生（新田）飛行場には、 260ポンド破砕爆弾70発、 500
ポンド通常爆弾16発を投下しロケット弾32発を発射、小
泉飛行場には、 260ポンド破砕爆弾14発、 500ポンド通常
爆弾20発を投下しロケット弾14発を発射、太田飛行場に

は、ロケット弾10発を発射、そして各飛行場や館林飛行
場にも機銃掃射の雨を浴びせた。

死傷者の数にしても、群馬郡堤ヶ岡村や前橋飛行場で

の死傷者、高崎における死傷者数など、実際の数よりも

少ない。さらに言えば、前橋飛行場上空で墜落した双発

機の搭乗員の死傷者は、その中に含まれていない。

おわりに

昭和20(1945)年8月5日夜から 6日未明にかけて、

前橋市街地はB29の夜間焼夷弾攻撃を受けた。テニアン
島北飛行場を離陸したB29は102機、このうち前橋上空に
到達したのは92機であった。前橋市に投下されたのは、
焼夷弾691トン、破砕爆弾18トン、一般爆弾15トンの計724

トンである。市街地の80％が焦土と化し、死者は535名で
あった。 8月14日には伊勢崎 ・玉村が空襲され、高崎市
も被害を受けた。

B29の日本本土空襲についての研究は、大都市を中心
に行われており、比較的空襲の実態が判明している。し

かし、前橋を含めた地方都市についての研究はこれから

の課題である。ましてや今回紹介した米軍艦載機の空襲

については、ほとんど研究されていない。そもそもその

報告書の存在が確認されたのは、ごく最近のことであっ

たからである。

発掘調査の過程で、地元作業員さんから飛行場につい

全焼 半焼 全壊 半壊 計 罹災者数
1 1 2 
3 3 6 

4 1 5 10 

1 1 
4 4 

5 10 15 

4 6 10 
総計 5 総計 9 総計 25 総計 39 総計 18

ての思い出や空襲体験などをたびたび聞かされた。また、

現地説明会では、飛行場についての資料も紹介したとこ

ろ、一番の関心がもたれたのは、それについての展示コー

ナーであった。

今回 「陸軍前橋飛行場物語』として、飛行場設定前後

の状況、昭和20年7月10日の米軍艦載機の空襲に焦点を
あてて紹介したのも、わずか 2年ほどの歴史である前橋
飛行場ではあっても、そこには日本の昭和前半の歴史が

凝縮されていたからである。

60年の歳月は、戦争体験を風化させていく。しかし忘
れてはならない歴史、そしてまた明らかにしていかなけ

ればならない歴史がいかに多いかを、今回の調査で実感

した。忘れ去られた事実を掘り起こしていく作業は、原

始 ・古代の歴史を解明する作業と同等に、根気のいる作

業であった。果たして理解してくれた研究者がどれほど

いたのだろうかと、暗灌たる思いもする。そうした中で、

調査の必要性をご理解していただいた、関係者の皆様に

は厚く御礼申し上げる。末尾にご芳名を記した。

近現代の遺跡といえども、原始 ・古代の遺跡と同様に

発掘調査は可能である。しかし発掘だけでは明らかにす

ることのできない歴史があることも事実である。史料調

査や関係者 ・体験者の記録の掘り起こしは、調査には欠

かせない方法であった。

前橋飛行場を巡る一つ一つの歴史的事実を確定してい

くことは、遺跡調査に携わってきた担当者の一人として

の責務の一端と考えている。今回、このような文章をま

とめた由縁である。

なお、深井正昭氏から提供を受けた陸軍特別攻撃隊「誠

第36• 37 • 38飛行隊」についての資料は、後日あらため
て紹介したい。

謝辞 本稿執筆には次の方々のご理解 ・ご協力、資料

提供をいただいた。厚く御礼申し上げる。

西毛幹線関連遺跡の調査担当者及び参加者の皆様、石

塚久則氏、石守 晃氏、石原良人氏、金井安子氏、清水

吉二氏、内藤真治氏、楢崎修一郎氏、深井正昭氏、株式

会社文林堂、空襲資料研究会の皆様、高崎市史編纂室の
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